『大谷本願寺通紀』に見る時宗教団 by 古賀 克彦


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































両者はほぼ同じだが、特に後者の記述では「流」と「派」を弁別し、 「遊行」 「一向」 「靈山」は「派」で、





























































も法名中「空」の付く位置も上・下半々である。 「眞空」が 了源弟子時代の初代國阿の法名であった蓋然性は高いと考えられる。勿論、 「空」号は法然門下の、特に西山義に多く見られる法名なので、その可能性も否定できな が。
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おわりに
　
さて一体、 『大谷本願寺通紀』の著者玄智は、 『扶桑二十一本寺略伝』
（ 「扶桑伽藍紀要」 ）
を除けば、どこから
時宗の情報を入手したのであろうか。法然門流の著作も挙げられているが、当然、先の『時宗要略譜』や〔一遍流義十二派略記〕 〔諸宗祖師略傳〕等も参照したのであろう。但し独自の情報もあるので、住持していた西六条慶証寺近隣の時宗寺院との交流もあったものと考えられる。皮肉なことに、六条道場は四条に移っており、しかも六条派の記述には誤りがある。　
何れにせよ、時宗以外の余宗についても、記述を精査する必要があるだろう。
　
以上、本稿は、 『大谷本願寺通紀』が広く近世仏教界を俯瞰する書物である事を、時宗の側面から論証した
ものである。
注
（
（）	 ただ近年では大塚紀弘『中世禅律仏教論』
（山川出版社〔山川歴史モノグラフ⑱〕 、二〇〇九年）
所収「中世仏教における「宗」
と三学」の１「中世仏教における「宗」」の「付表
　
前近代の文献に見える「宗」」中に、元文
4年
（1739）
の『大谷本
願寺通紀』
（4「元文四年寺社府分宗簿」には
（番号がずれているが）
十七宗中に「時宗」とある事を挙げている。
（
2） 「時宗十二派」について記す代表的な著作に、
 
大橋俊雄『時宗の成立と展開』吉川弘文館、一九七三年
 
金井清光『一遍と時衆教団』角川書店、一九七五年
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 小野澤眞『中世時衆史の研究』八木書店、二〇一二年
 
などがある。
 
（国府台女子学院高等部教諭）
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